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株式会社ひろせ建築

高断熱・高気密住宅の設計を標準仕様とし、住宅
における冷暖房エネルギーの削減を図っています
。また、太陽光発電設備や蓄電池の導入を推進し
、再生可能エネルギーの活用を支援。ZEH（ゼロエ
ネルギーハウス）対応プランや長期優良住宅の提
案を積極的に行い、ライフサイクル全体でのエネ
ルギー消費量およびCO2排出量の削減に取り組んで
います。

地域の歴史や文化を継承するため、空き家と
なった古民家の再生リフォームに力を入れて
います。現代の生活様式に合わせた快適性を
確保しつつ、伝統的な意匠や構造を活かした
改修を行うことで、地域資源の有効活用と景
観維持に貢献。また、古民家再生を通じて地
元の職人の技術継承にも寄与しています。

地元の職人・協力業者との連携を強化し、地域経済の循
環に貢献する体制づくりを推進しています。材料の仕入
れにおいても、できる限り地元建材業者を活用すること
で、輸送による環境負荷低減と地域企業の支援を両立。
また、職人の技術継承や雇用の創出につながるよう、地
域の若手人材への技能伝承の機会を設けています。こう
した取り組みにより、持続可能な建設体制と地域経済の
活性化を目指しています。

⑪住み続けられるまちづ
くりを,⑦エネルギーを
みんなに そしてクリー
ンに,⑬気候変動に具体
的な対策を

2024年度では全件長期優良住
宅としてきました。そして太
陽光発電を搭載した住宅の施
工件数も増加しています。高
断熱・高気密仕様の住宅で温
室効果ガス削減に寄与してい
ます。

ＧＸ志向型住宅の新規導入 

2030年度までに、GX志向型住宅を
取り入れこれまで以上光熱費を使
用しない住宅造りを目指します

⑪住み続けられるまちづ
くりを,⑧働きがいも経
済成長も,⑫つくる責任
 つかう責任

⑧働きがいも経済成長も
,⑨産業と技術革新の基
盤をつくろう,⑪住み続
けられるまちづくりを

2024年度、古民家再生、リフ
ォームを行いました。古民家
再生協会事業者会員であり能
登半島地震の復興ボランティ
ア活動にも参加し現地の方々
の相談を受け地域貢献を行い
ました。

2024年度は、主要案件の約8
割において地元職人・業者と
連携。建材の仕入れも10割以
上を地元建材店で調達。若手
大工の現場同行や職人との座
学指導を通じて、技能伝承の
機会設けました。

古民家再生リフォーム
地元職人の施工

地元協力業者との連携
地元建材使用
技能伝承の実施

2030年度までに年間古民家再生件
数を５件目指していきます　

2030年度までに、引き続き年間案件の9割
以上を地元業者と連携し、建材調達の地
域内比率を100％を維持します
技能継承の実施では参加を増やしていき
ます

SDGsに関する重点取組については、毎月の定例会議にて全従業員に共有しています。環境・社会・経済の三側面ごとに目標を設定し、そ
れぞれに担当者を明確化。進捗状況を四半期ごとに確認し、改善点があれば次期施策に反映するPDCAサイクルを導入しています。特に環
境分野では、省エネ住宅の提案件数や廃材分別率などを定期的に数値化し、社内全体での目標意識の浸透を図っています。また、新人研
修でもSDGsに関する内容を盛り込み、全社的な理解と実践につなげています。

・会社案内パンフレット（紙媒体）にSDGsの重点目標と実績を明記
・見学会・相談会でのパネル展示やチラシにて取り組み内容を掲示


